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ＩＩｎｎｆｆｏｏｒｒｍｍａａｔｔｉｉｏｏｎｎ  

ご異動にあたり  ～受付窓口の変更がありましたらご連絡下さい～ 

 4 月期の人事異動等により、総合交通、地域モビリティ関係の部署から異動される皆様ご苦労

様でした。引き続き地域モビリティ等総合交通施策へのご愛顧よろしくお願いします。 

異動に伴い、メールマガジンの受付窓口が変更になった行政機関等の方については、送信先の

変更をご連絡願います。なお、他部署でも楽しんで頂けるよう努めて参りますので、引き続きの

ご購読も歓迎いたします。（連絡先変更ではなく、連絡先の追加でも結構です） 

なお、変更内容については、右記連絡先までお願いします。 E-mail：soukou@mlit.go.jp 

  

TTooppiiccss  

【詳細】第３３回総合的交通基盤整備連絡会議の開催について 

《兵庫県姫路市にて平成２４年５月３１日開催、６月１日は現地視察会》 

（国土交通省 総合政策局 参事官室（総合交通体系）） 

 本会議は、総合的な交通施策に関し、都道府県及び政令指定都市との連絡調整を図り、各地方

公共団体における総合交通関連の検討等を支援することを目的として開催するものです。本年 1

月の郡山における地方開催の評判を踏まえ、兵庫県姫路市にて平成２４年５月３１日（木）に連

絡会議を、翌６月１日（金））には、現地視察を行います。 

 第３３回 総合的交通基盤整備連絡会議 

 開催日：平成２４年５月３１日（木） １３：３０～１５：３０（第１部） 

                    １６：００～１８：００（第２部） 

  場 所：兵庫県姫路市 イーグレ姫路 3階 あいめっせホール（姫路駅北口徒歩１０分） 

http://www.city.himeji.lg.jp/i-messae/shisetsu-annai/index.html  

  参加者：都道府県、政令指定都市の担当課長等、希望される市区町村担当者 

希望される民間事業者、NPO 等 

  実施要領（案）：http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1203youryou1.pdf 

 姫路市参考情報：http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1203himeji.pdf 

 現地視察会 

 開催日：平成２４年６月１日（金）（概略：8:00 頃姫路駅出発、三宮駅 16:00 頃解散） 

  場 所：兵庫県姫路市、神戸市等 

  参加者：連絡会議参加者等希望者 

  実施要領（案）：http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1203youryou2.pdf 



昨年、一昨年と同様、標記会議におきましては、都道府県及び政令指定都市の交通関係の担

当者のほか、希望される区市町村の担当者にも幅広くご出席頂きたいと考えています。加えて、

今回より交通事業者や交通施策に関わるコンサルタントなど民間事業者やＮＰＯの方々につい

ても、希望される方については、確保した座席数の範囲内でご参加頂けるようにいたしました。 

標記会議へのご出席を希望される区市町村の担当者の方および民間事業者の方は、以下に示す

返答フォームをご記入の上、平成２４年５月１１日（木）までに、基盤整備連絡会議担当（橋

本）宛てに E-mail もしくは FAX にてお送り下さい。追って、当方から確認の E-mail をお送り致

します。 

参加希望返答用フォーム： 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/henntou33.doc 

応募先 E-mail：soukou@mlit.go.jp もしくは  hashimoto-k2en@mlit.go.jp 

※会場の都合上、出席の申込は先着順および自治体優先とさせて頂きます。座席数は過去最大数

（H23 年度の倍）を確保しておりますが、希望者多数の場合、勝手ながら出席の申込をお断り

する場合がありますので、予めご了承下さい。 

 

合わせて、連絡会議会場にて、ポスターセッションを開催します 

 平成２４年５月３１日（木）に開催いたします総合的交通基盤整備連絡会議にあわせ、同会場

にてポスターセッションを実施いたします。内容は幅広く、交通に関する取り組みや個別交通に

係る話題を含めて、連絡会議に出席する参加者に対してＰＲしたい内容がありましたら、是非と

もご参加ください。本ポスターセッションについても、引き続き民間、ＮＰＯ問わずご参加頂け

ればと考えております。 

 ポスターセッション 

 開催日：平成２４年５月３１日（火） １３：００～１３：３０（連絡会議第１部開始前） 

                    １５：３０～１６：００（連絡会議第２部開始前） 

  場 所：兵庫県姫路市イーグレ姫路 3階 あいめっせホール【連絡会議会場内及びその周辺】 

  実施要領（案）：：http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1203youryou3.pdf 

  参加資格・参加方法：自治体、ＮＰＯ、民間問わず募集します。参加希望者は、以下募集フ

ォームにより応募（送り先等在中） 

募集フォーム：http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/boshu33.doc 

（自治体の方については、連絡会議出席希望のフォームに含まれています。） 

 



 【特集】ＩＣＴ（歩行者移動支援）施策 

平成 23 年度も終わりを迎えるにあたり、当室の施策として実施している『歩行者移動支援施

策』について、以下のとおり最新の情報を特集でお送りします。日頃、バスや鉄道等の交通を担

当されている方々にも興味深いかと思いますし、メルマガを購読頂いている方で、福祉部局や観

光部局、まちづくり部局等歩行者に係る施策を取り組んでいるお知り合いなどいらっしゃいまし

たら、是非情報提供頂けると幸甚です。 

① 「平成 24 年度ユニバーサル社会に対応した歩行者移動支援に関する現地事業」

実施箇所の募集開始【応募〆切は 4/13】 

メルマガでも、第 40 号より 4回にわたり長崎、函館、京都･宇治、銀座についてご紹介して参

りました現地事業について、平成 24 年度の募集を開始しました。詳細は以下をご覧ください。

〆切が 4月 13 日となっていますので、お急ぎください!! 

《記事はこちらから↓》 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1203genti.pdf 

② 歩行者移動支援サービスの導入に関するガイドライン案（平成 24 年 3 月版）の

公表について 

バリアフリー経路案内などを行う歩行者移動支援サービスの導入について、初めて検討する自

治体等の担当者の手引きとなることを目的に、導入までの手順や導入事例を紹介したガイドライ

ン案を作成しました。本ガイドライン案は、今後も様々な導入事例を収集し、スパイラルアップ

を図っていく予定です。 

《歩行者移動支援サービスの導入に関するガイドライン（平成 24 年 3 月版）はこちら》 

http://www.mlit.go.jp/common/000205501.pdf 

③ バリアフリー経路探索機能の公開について 

今回公開した機能は、一般的な経路探索サービスのような目的地までの最短経路の探索だけで

なく、利用者の希望するバリア条件を考慮したバリアフリー経路も探索することもできます。東

京、大阪、名古屋の一部の地域で試験的に作成したネットワークデータを使っているため、エリ

アは限定的ですが是非一度ごらんください。 

《記事はこちらから↓》 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1203kensaku.pdf 

④ 「ICT を活用した歩行者の移動支援に関する勉強会」（第 7 回）について 

今年度最後の「ICT を活用した歩行者の移動支援に関する勉強会」(座長：坂村健 東京大学大

学院情報学環教授)の第７回を２月２９日に開催しましたので、その結果をご報告します。 



《記事はこちらから↓》 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1203benkyoukai.pdf 

■（参考）過去の勉強会ホームページ： 

第 1～7回：http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/seisakutokatsu_soukou_fr_000002.html 

  

地地域域のの取取りり組組みみ紹紹介介  

地域の公共交通の確保について“バスの利用促進” 
         （宮崎県延岡市 企画部 企画課） 

現在、編集者Ｎは延岡市出身の方と仕事をご一緒しております。そんな延岡市の様子を

ご覧いただきたく、今回延岡市における今の取り組みについてご紹介します。 

各地域においても同じようなお悩みを持ち、同じような取り組み、同じような課題に直

面されているのではないでしょうか。解決に向けた検討の途上の取組ですが、皆様の地域と照

らし合わせて、今後の取り組みを考えるきっかけになればと考えております。 

《記事はこちらから↓》 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1203nobeoka.pdf 

  

参参事事官官室室だだよよりり  

 国土交通大学校「総合交通体系（地域モビリティ戦略）研修」のご案内 

平成 23 年度より開始いたしました国土交通大学校の総合交通体系（地域モビリティ戦略）研

修について、平成 24 年度も開催が決定したのでご案内いたします。時期は 11 月頃、期間は 4，

5 日、地域モビリティの確保に取り組まれ始めた後、様々課題を抱えてらっしゃる地方自治体、

国機関等の担当職員の皆様を対象に実施して参りたいと考えております。詳細は開催が近づきま

したらご案内いたします。既に 2月末には、国土交通大学校より各自治体、地方支分部局の研修

担当者様に向けて次年度の研修の予定の連絡がされているとお聞きしております。是非ともご参

加のほど検討頂ければと思います。 

■国土交通大学校平成 24 年度研修カリキュラム： 

http://www.col.mlit.go.jp/common/000144701.pdf 

《総合交通体系（地域モビリティ戦略）研修の実施要領はこちらから↓》 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1203kennshu.pdf 

◇（参考）平成 23 年度研修の模様（メルマガ第 42 号）： 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/42.pdf 

 



 【再報】参事官室（総合交通体系）の引っ越しついて 

前号でご連絡いたしました引っ越しについて、3/12 無事移動いたしました。 

《引っ越し先地図↓》 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1202haiti.pdf 

（室員紹介はお休みです） 

 前号までで、当室の室員を全てご紹介いたしました。新年度にむけて、参事官室紹介の内容を

企画中です。今後ともご贔屓ください。 

  

ＩＩｎｎｆｆｏｏｒｒｍｍａａｔｔｉｉｏｏｎｎ  

総合交通メールマガジンへのご意見をお寄せ下さい！ 

 総合交通メールマガジンでは、読者の皆様からのご意見・ご要望を踏まえて内容を充実させて

いきたいと考えています。誌面の感想、取り上げて欲しいテーマなど、どのようなことでも構い

ませんので、ご意見等頂けると幸いです。様式、送付先については、下記ＵＲＬをご利用下さい。 

ＵＲＬ：http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/iken-merumaga.xls 

 引き続き、メールマガジンの受付窓口が変更になった行政機関等の方については、送信先の変

更を申請下さい。なお、変更内容については、以下までお願いします。 

E-mail：soukou@mlit.go.jp 

 

   地域の取り組み 及び イベント案内 募集！！ 

当室では、情報提供頂いた取り組みをメールマガジンで紹介することにより、各地域でノウハ

ウ等の情報共有・情報交換ができればと考えており、総合的な交通施策の取り組みについて情報

提供頂ける自治体等を募集しています。自薦・他薦は問いませんので、お気軽にご連絡下さい。 

更に、イベント案内について、主催者でも結構ですし、耳より情報でも結構です。勉強会や講

演会、セミナー等ご紹介頂ければ、当メールマガジンにて案内をさせて頂きます。 

（情報提供はこちらまで soukou@mlit.go.jp） 

【情報提供頂く内容】 

例えば、・ 低炭素社会の実現に向けモビリティのあり方を見直す取り組み（交通の再編等） 

・ 交通の改善により地域活性化を図る取り組み  など 

※ これまでに、推薦頂いたものも含めて７３件の取り組みを紹介させて頂きました。 

バックナンバー一覧： 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000005.html



 

 

 

３月も残りわずか、東京でも梅の花が散り、桜の花が咲き始める等春の季節も感じられるよう

になって参りました。未だ寒さ厳しいところもおありかと思いが、一歩一歩春に近づいているの

はお感じかと思います。そのような春を迎えるにあたり、ご栄転される方々も多いことかと思い

ます、これまで本メルマガをご愛読いただきありがとうございました。異動後もよろしければ購

読頂けると幸いです。また、新しく総合交通体系、地域モビリティ関係に携わられる方々も多い

ことかと思います、みなさまの業務に少しでもお役に立てるメールマガジンとなるよう頑張って

参りたいと思います。 

皆様の地域モビリティ確保への取り組みにむけ、今回ご紹介しました第３３回総合的交通基盤

整備連絡会議、および 11 月頃に開催する総合交通体系（地域モビリティ戦略）研修もお役に立

てるものにしていきたいと考えておりますので、是非ともご参加頂ければと考えております。 

本メルマガ編集担当として、12 回目の発行となりますが、今後ともよりよいメルマガとなる

ようにしていきたいと考えておりますので、是非、このような内容が知りたい等ご希望、ご要望

がありましたら、以下問い合わせ先までどしどしご連絡頂ければと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編編集集後後記記  

【問い合わせ先】 

国土交通省 総合政策局 参事官室（総合交通体系） 野津隆太 

ＴＥＬ：０３－５２５３－８１１１（内線５３－１１３） 

ＦＡＸ：０３－５２５３－１６７５ 

E-mail：soukou@mlit.go.jp 

ＵＲＬ：http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/index.html 


